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論文内容の要 旨

本論文は互いに関連する多数の部品から構成されたマノレコフ型劣化システムの取替問題を考察し，各

部品及びシステムに関する最適取替方策の数学的構造と，実際的適用を考慮した取替方策に関する研究

の成果をまとめたもので， 5 章からなっている。

第 1 章では，マルコフ型劣化システムに対する取替問題の歴史的経過を概観するとともに，本論文で

考察する n 個の部品から構成されたシステムの各部品に対する取替問題の概要と本論文の構成について

述べている白

第 2章では，劣化についても同時取替の際の費用についても互いに関連する n 個の部品から構成され

たシステムに関する取替ι曜を離散時間モデルとして考察し，システムの劣化が確率的に単調であると

きの状態推移確率及び種々の費用に関して設定された条件の下で期待総割引費用を最小にするような各部

品に対する最適取替方策が n 次元の管理限界方策の形になることを示している。

第 3 章では.部品の取替時間及びシステムに対する小修理時聞を考慮した場合においても，各部3.fõ'i':

関する最適取替方策がまた管理限界方策となる乙とを示している白さらに実際に適用が容易である取替

方策として，各部品に対して放置，他の部品と同時取替，システムの故障時取替，単独取替からなる( A, 

B. C) 方策を提案し，それが最適方策の近似として役立つ乙とを確認している。

第 4章では 劣化及び故障がジャンプ過程Je::従うようなシステムに関して連続時間の取替モデノレを取り

扱い，取替方策が前章と同様の構造をもつための十分条件を求めている。とくに， 2.状態のコヒーレン

ト・システムの各部品に対する最適取替方策について詳細な結果を与えているロさらに，各部品がつね

に保全されているシステムにおいては，システムの劣化が確率的に単調でない場合でも，一倍取替方策
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は単調な構造をもっ乙とを示していとb

第 5 章では. 2個の部品から構成されたシステムに対して，簡単な取替方策の下での信頼性，保全性，

平均故闘函数などの種々の特性を具体B'1J 形で与えている白

論文の審査結果の要旨

確率的に劣化及び故障するシステムの取替問題は従来から種々研究されてきたが，その多くは単一ユ

ニットからなるシステムか，複数のユニットからなるシステムであっても， システムそのものの取替問

題に関するもので，コンポーネント・レベルでの詳細な取替方策については十分研究されていない。

本論文は，劣化及び費用に関して互いに関連する n 個の部品から構成されるマノレコフ型劣化システム

に対する取替問題を取り扱い，離散時間モデルならび1と連続時間モデ、jレについて各部品ごとの最適取替

方策及び実際的な近似方策に関する研究をまとめたものであって，その主要な成果は以下のように要約

される。

( 1) 互いに関連する n個の部品から構成されたシステムにおいて期待総割引費用を最小にするような各

部品l乙対する最適取替方策が n 次元の管理限界方策となることを見出している白

(2) 各部品に対して，放置.他の司自との同時取替， システムの故障時の取替，単独予防取替からなる

実際的応用のための方策を提案し それが最適方策のよい近似となることを確認している白

(3) 各部品がつねに保全されているシステムにおいでは，システムの劣化が確率的に単調でない場合で

も，部品の一括取替方策が単調構造をもつことを示している。

以上のように本論文は互いに関連する多くの部品から構戚されたシステムの部品レベルでの取替問題

に関して多くの有用な知見を与えており 信頼性工学の理論と応用に寄与するところが大きい白よって

本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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